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今年 4月からいわゆる日本版 NIH，日本医療研究開発機構（Japan Agency for Medi-

cal Research and Development：AMED）が発足しました．アベノミクスの「3本の矢」
の 3番手，成長戦略の中核の一つとして注目されているのが医療改革です．産業とし
ての医療の活性化を促すため，医療機器の審査期間の大幅短縮や大学の研究者の持つ
技術を後押しする事業化支援の推進など，その具体的な形がより見えてきました．こ
うした制度の改革は革新的新規医療を生み出す土壌となりますが，その核となるのは
われわれ医療従事者の斬新なアイデアであり，そのアイデアを実現するための継続性
のある情熱が不可欠です．
本誌 6月号では，森田明夫教授が「夢を求めて」と題した扉で，夢を持ち，それを

実現するための情熱の重要性と Mentorとの出会いの大切さを熱く語られています．
森田教授の夢を実現するための不屈の精神を感じ取れる一編です．横須賀公彦先生ら
の総説，「神経内視鏡下血腫除去術―現状とこれからの展望―」では，手術適応や手
術手技についてわかりやすく解説されているのみならず，本邦で開発された透明シー
スの有用性についても言及されています．また種井隆文先生らの「中枢性神経障害性
疼痛に対する薬物治療と外科治療―脊髄刺激療法の現状と課題―」と題した総説で
は，これまで内科的治療が主体だったこの分野に脊髄刺激療法（SCS）が導入された
ことによる新たな展開と可能性を示しています．
このように脳神経外科領域は新たな治療のフィールドや開発の余地がまだたくさん

ある領域です．薬物などの内科的治療の選択肢しかなかったパーキンソン病などに対
する機能外科，痛みの外科治療，失われた機能を回復させるためのリハビリテーショ
ン分野での外科治療など可能性は無限大で，若手を中心に画期的なアイデアが日本か
ら生まれる可能性は大きいと学生教育を通じて実感しています．現在の日本の問題点
はこうした良質のアイデアを実臨床に応用するためのプロセスを理解している人材の
欠如としくみ作りです．これまでの厚生労働省，経済産業省，文部科学省といった縦
割行政から脱却し AMEDが目指す真のオールジャパンの医療機器開発が推進される
ことを期待しています．
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